研究ノート 「移動する子ども」たちのサマーキャンプ ことばの実践の機会としての一時帰国 by 東 雅江
26












































































































































2　 この家族は，イギリスに住んでいる。イギリスの小学校の夏休みは 7 月 18 日から 8 月 31 日まで
で，日本の小学校の夏休みの時期とほぼ重なる。
3　 2015 年 3 月，企画会社 T 作成の打ち合わせ資料
4　 たとえば，「長野なみあい国際キャンプ」がある。「国内外の多言語多文化環境で生活する子ども
たち（3 年生～ 9 年生）を対象に，日本の暮らしと，地域の小中学生や人々とのつながりを通し
て，日本語力を高め，日本文化を体験学習するサマーキャンプ」（http://www.campnamiai.com）




















































期間 2015 年 7 月 31 日～ 8 月 2 日　二泊三日
場所 茨城県大子町。自然豊かな山あいの町で，関東でも有数のオートキャンプ
場がある。キャンプ場に近い公共施設を主に利用。
参加者 子ども 13 名，大人 5 名
参加した子どもの年齢は 3 歳から 10 歳まで





























































































































































































サマーキャンプでは，S さんの娘の A ちゃんは，一緒に参加した，いとこの M ちゃん（日本
在住，10歳）とともに年長であった。キャンプでは弟の K 君だけではなく，他の小さい子の世
話もよくしていた。S さんにキャンプでの子どもたちの様子をどう感じたか尋ねた。
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